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1．序 論
　技術と人間とのかかわりあいを見れば，技術は人間がその幸せを願ってより良い生活を
求めるために創造したものであり，それはまたいかなる種類のものであっても人間の労働
を通して生れ，育てあげられてきたものであった。したがって技術は人間が製作人（ホモ・
ファーベル）であるという側面をもっていることと，人間であることを示唆する知的活動
が物を作るという行為の中で表象化され，生れ続けてきたものであることを示すものであ
ると言えよう。
　技術は単に人間の日常生活を補助するだけにとどまらず，その発明がホモ・ファーベル
の生存条件を飛躍的に発展させたことも多い。例をあげれば，まず人類の古代における道
具の製作，そして新石器時代の狩猟から定住生活様式への過渡期に見られる農耕技術，あ
るいは中世後期の印刷や火器の発明，また造船技術や航海技術などがあり，それらは枚挙
にいとまがない。しかし技術による人間社会への最も著しい影響は，産業革命以後現われ
た動力機械の発明によるものをあげることができよう。これは当時の技術化されつつあっ
た産業主義社会への過渡期において，人間と動物の力が動力源であることを最終的に解放
した輝かしい成果であった。
　つまり技術はその出発点においては単純な道具やそれに類するものを意昧した。そして
長い進歩の後，やがて機械が発明された。さらに機械の高度化に伴ない工業化が始まると，
技術の巨大化が進み，それはまた想像を越えて広範囲に広がるものとなった。現代に至っ
て技術が具体的な対象を越えてある種の状況まで意味するものになると，いつしか技術は
人間の制御から逃れて独自に歩みだすように思われ始めた。
　こうして技術が急速に進歩し，人間生活の中で生活に及ぽす科学技術の占める割合が大
きくなるにっれて，精神分野などの他領域は除々に脇へ押しやられ，軽んじられるように
なった。今日では，科学技術の日進月歩の発展はその個人生活の内容を多様化しながら，
生活そのものが科学万能主義，技術万能主義に埋もれつくしてしまっているかに見える。
　それと同時に技術の急速な進歩は，技術からの人間離れを急激に進めているようにも思
われる。例えば，各種工場において機械の自動化による作業運営の結果，そこで働く人々
は作業の熟練を余り必要とせず，あたかも人間が機械の一部であるような状態となり，ま
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た自動制御機器の保守に従事する人々にとって，その労働は主体性を失った機械部品のよ
うに扱われることとなり，そこに働く人々に技術による人間疎外感をいだかせるように
なっている。さらにまた，多くの新発明はその成果と積み重ねを次々にもたらし，その量
の膨大さはわれわれに古い技術について十分な理解を与える暇もなく新しい前進を促し続
けている。それは人間が新しく生れた技術によって逆にその適性を試されているようにさ
え思われる。
　このように現代技術の巨大化，エキセントリックさ，あるいはその世界の拡がりという
爆発的展開はそれ自体においては元来何ら非難の対象となるべきものではないであろう。
そしてその展開と平行して、過去に想像もできなかった生産量および情報量の増大は確か
にわれわれの生活を豊かに色どる一面をもっていると言える。しかし現代の技術がたどっ
ているエキセントリックな軌跡は，技術のもつ有害な面を露呈しっっ，予測もできなかっ
た新しい社会的負の状態を生じ，しかもそれが技術の内部矛盾の結果，世界に大きい影響
をもたらすことが懸念されるとすれば，進歩という名の技術の行手に強い危惧の念が表明
されるのは当然のことである。われわれはこのような際限のない技術の巨大化と，そのも
たらす負の諸現象に不安を感じ，技術のエキセントリックな発達を機械に隷属した人問を
作り出す危険を伴うものとして受けとめ，さらには技術が来たるべき時代を決定する唯一
のものとして君臨し，技術の人間支配という危険な状態をもたらすのではないかと猜疑せ
ざるをえない。このように近代工業技術が生み出した多くの結果は，その正負の直接的な
ものにとどまらず，その展開が最終的に人々の精神面にも大きいかげりを与える恐れを十
分感じさせるものである。
　一方，技術がこのようにその領域を拡大しつつあるとき，そこには新しい技術理解が必
要である。技術内容もその進歩に伴い急激に変質し，新しい大量な知識や経験が古いもの
にとって変っている。そして上に述べたように，これら多くの技術の質的変貌からもたら
されたものは，過去における人間と技術のかかわりあいのイメージから遠くかけ離れたも
のであった。
　そこにおいて人間にとって技術とは何かという古くて新しい問題が改めて問い直されて
おり，それと共に人間と技術のかかわりがもつすべての疑問に対して可能な限り確実な信
頼できる技術認識が求められているのである。
　その一方では，人々は自らをとりまく技術の影響に対して除々に無感覚になり，技術の
個々の仕組みと内容についても無感動となり，技術に関して考えることを放棄しはじめて
いるかに見える。このような社会的傾向の中で，われわれは技術のもたらす危機をより明
確に認識する必要があり，そのためには人間の幸せを目指す技術という原点にかえってこ
の危機を回避しなければならないと考える。この小文においては，そのような意図をもっ
た技術教育の新しい方向を探る試みについて論じてみたい。
2．技 術
2．1技術とその成立
初めに技術とその成立ちについて考える。人間は現在まで経験によって獲得した諸法則
を応用して，自らの生存に不十分な状況を改変し，不適な部分を除去して，自然およびそ
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れから導き出された第二自然を人間にとってよりよく制御する状況を作り出そうと努力し
てきた。このような自然および第二自然の制御という人間の働きかけが，いわゆる広く技
術といわれるものであった。
　ではこの技術の目的性は何に基づくものであろうか。技術はそれを意識すると否とにか
かわらず究極的に人問の欲望により生れたものである。したがって，技術は人間の欲望を
満足すべく行為することにより生れたといえるであろう。そして技術は自然を素として，
人問の生活の維持ど向上という社会的目的をもって作られたものであり，それはまた人間
社会に価値あるものとして認められたとき初めて価値ある存在となり発展してきたもので
ある。つまり，技術は社会性（社会的経済的な性格）と自然性（自然的純技術的な性格）
という二重性を兼ね備えたものであり，それ故に社会と自然に二重に規制されるものであ
るといえる。
　ではこのような技術を成立させる要素としては何が考えられるであろうか。人間が欲求
する目的物を作り出すためにはまず素材がなければならない。次にこれを作るためには用
具のような手段が必要である。ここで用具は人間と素材との間を媒介して人間の生産的働
きをより効果的に行うことを助け，かつその仕事をできるだけ軽減させる働きをするもの
である。生産にあたって素材への手段の適用は修得させた経験則に従ってなされるもので
あるが，最終目的達成のためにはその途中で派生した種々様々な副次目的も解決しながら
前進するという形式で行われる。そしてこの形式は生産の展開と進歩の類型化による技術
の成立過程を合せ示している。もしさらにこの人間の労働をより軽減する欲求があれば，
用具は機械に改良され，さらには機械は自動化されて動力を用いながら目的物を作りあげ
ることになろう。そしてこの動力利用のためにはエネルギーが必要になる。以上のことか
ら，技術は素材，手段，エネルギーの三要素を持つものといえよう。
　いま丸木舟を作るという例をあげれば，この目的のために，材料に対して造舟作業とい
う働きかけが生れる。この最終的目的を達成するためには，例えばまず初めに斧を作ると
いう副次的目的が設定され，その解決のためには金属や火を素材とした新しい種類の労働
が行われなければならない。この各行程の展開において手段の適用はそれまでの経験則に
よって解決されるものである。
　したがって素材，手段，エネルギーの要素を用いて獲得された経験的な法則に従い，生
産的目的達成のために行動するパターンによって技術は生れてくるといえる。
　また技術は全学問分野の中でも多くの合理性を含む分野の一つであるといえる。しかし
技術は，その総ての領域について合理的に証明できない面を含むものでもある。したがっ
て，技術は目的達成に有効な経験則を体系的に組立てた構成的ものというべきものであ
り，これに先験的に附随してくるものとして，目的達成への道程の多様さと，一っの生産
活動そのものが同時に無限に新たな生産活動の可能性を含むものであることなどをあげる
ことができる。
　これらのことをふまえれば，技術の本質の一面は人間の欲求する生産的目的達成のため
に経験則を土台とし，組織的労働を行為することにあると考えることができるであろう。
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　2．2技術の性格
　技術は，特に現代技術と呼ばれるものは自然科学と極めて強い相互作用をおよぽしあっ
ており，それはあたかも同一現象の二つの側面を表わしている様にも思われる。また別の
見方をすれば，技術的応用の世界と科学的原理（理論系）の世界はあたかも一つの超構造
世界を形成しているとも言えるであろう。その不可分的かつ相補的関係を示すものとして，
科学史の中で理論系の要請から新しい技術開発が行われたという事実を多く指摘でき，ま
た逆に技術的な発達が理論系の新機軸を生み出したという事実も原子核理論と真空技術の
例に示されるように数多くあげることができる。
　しかし技術の性格を考える場合には，上記のような統一的かつ総合的なものとして扱わ
れている「科学と技術」にっいて両者の相異点は明確にしておかなければならないであろ
う。
　この両者を大別すれば，科学が現象を帰納して原理法則を中心とする理論体系を構成す
ることを目的としているのに対し，技術は経験則の示唆に従い自然あるいは第2自然を制
御して人間に有利に環境づけることを目的としていると言える。すなわち，科学が帰納的
蓋然性を求めうのに対し，技術には価値基準が附随するものである。それ故技術は必ずし
も理論体系を必要とせず，照準したある目的を達成するためにそれが達成可能なことが経
験的に判然としているならば，過去のいかなる理論体系によって裏付けられなくても，そ
れ自身十分有効なものとして成り立ちうるものである。つまり技術の価値はそれが対象に
適用されたとき，実際の具体的な目的にとって有効であるかどうかだけが問題になるとも
言える。
　そのためこの感覚がしばしば技術を近視眼的利益追求と結びつけて片寄りすぎた方向に
走らせる傾向を生み出し，技術が人間生活を便利かつ豊かにする正の面をもたらしながら，
同時に技術不信や人間疎外観を生ぜしめるという負の面を強く感じさせることとなった。
また技術がそれ自身で正負の両面的性格を備えているということは，ある場合において負
の面が強烈に現われ，全面的に人間の期待を裏切るものとなる現象が現われることも意味
する。したがって物に対する行動としての技術は，その行為において必然的に人問への影
響（かかわり）を厳しく問われるものである。
　この点を技術の進歩ということに関連して考えれば，本来進歩という行動は何かの理由
で予測もしない別な場所に突然おこる可能性を秘めたものである。それはまた，現在の技
術が近い未来においてその行方が予測できない要素を秘めていることと，技術の運行や方
向が本質的に個人の良心だけで責任を負えない何ものかを含んでいるということを示すも
のであると受けとめられる。そのため，やみくもな技術の進歩が人々に恐れられ，人間が
技術を制御できなくなるような技術の破局が到来する前に，技術を本来の目的に向かうよ
うに統制し，その正しい方向づけをどのように行うかが検討されなければならないことで
ある。
次にある目的を達成するために技術のはたす役目とその適用範囲について考えてみたい。
まずある物を製作するにあたり理論系の法則を使って行為することは主として技術の役目
といえる。しかし，ある目的達成に向かって技術が示唆する筋道は複数であり，その際ど
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の技術を使うかが問題となるが，その選択決定は技術によってなされるものではない。あ
る技術の使用により予測される状況がその時と場所において最も好ましいものであるかど
うか，またその技術を適用段階においてどのように制御すべきであるかという決定は，科
学や技術によるものではなく，人類あるいは民族という大単位社会，あるいは地域やグルー
プの小社会の意志に帰せられるもので，最終的にはその社会のもつ道徳と価値観に従い決
定されるものである。しかしまた，いったん国または地域においてある技術利用が決定さ
れれば，その目的実現の手段を講ずるのはやはり技術である。このように技術はその選択
を自らの意志（それがあるとして）とかかわりなく決定されているものであり，選択され
た技術がより良く運行されるかどうかについては，あくまで運行する側の種々の社会的要
因とかかわりあっているものである。それ故正しい技術の運行は，社会全体の技術思想（哲
学）に依存することが大きく，社会の構成員全員の技術的教養に左右されるものであり，
望ましい技術の展開には社会全体のもつ技術的教養を高めることが是非必要である。
　このような技術の選択決定において，現代はその価値感が多様化し，生き方の画一性が
否定され多目的化しているために，全体を統一的に方向づけることは困難となっている。
それにもかかわらず将来の技術の運行はやはり全体的に合意された価値感により行われる
必要があり，合意に関する検討が今後の課題とされるであろう。
　上述したように技術は古代から現代までに至るその規模の大小を越えて絶えず人問に正
負の両面的かかわりあいを持ち続けてきている。それ故技術に対して利用する側から喜び
と恐れの両面が語られ続けてきており，われわれは技術のこの両面性を認識しつつ双方の
立場を越えて技術のレーベンヘのかかわりあいを考え続けなければならないことである。
3．技術の人間学的考察
　技術は人間社会の文化的社会的現象の中にさまざまな形で沈積している。それと同時に
人間社会においても種々の局面から技術を媒介としたさまざまな人問関係が生れ，これは
正負の広汎な様相を備えた極めて扱い難い問題として現われてきている。先にふれた己れ
の爆発的発展がもたらしたものによって技術がその存在理由を問い直されているとき，こ
のような人間の諸現象に見られる技術と人間との深いかかわりについて，技術をどのよう
な考えで理解し直し，どのような立場で検討し直さなければならないのであろうか。こ
こではこの点について考えてみたい。
　技術そのものは，元来広く哲学・歴史学および社会学の立場と関連している。これらの
共通な根底をなす人間学はその考察において事象現象を人間のレーベン全体から解釈し，
人間の本質を追求するもので，人間のあらゆる分野を包括するものである。したがって現
代技術の示す矛盾によって技術の全面的見通しが必要とされる現在，その正しい認識を得
るために現代文化のすべての分野に沈積している技術（事物や状況）を人間学的に考察す
ることは是非とも必要なことであると思われる。
　技術の人間学は，「技術の本質」，「技術の存在構造」などを追求し，技術を思想的あるい
は歴史的に見て，その本質を把握し，技術と人間のかかわりあいを考察しようとするもの
であるが，技術の本質を追求するためには，まず技術認識が必要であると思われる。そし
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て現代のような高度に発達した技術社会において正しい技術認識を得るためには，技術に
関する知識・理論・方法などを系統的・体系的に身につけていなければならないであろう。
これらの技術を理論的根拠として技術の構造や本質を分析し，追求することによって初歩
な技術理解からこれを一歩深めた認識能力を身につけることができると考えられる。
　技術の人間学的考察の方法として解釈学的立場をとれば，それは各現実の中に沈積して
いる技術に関連する事象をとり出して技術とそれのもっ意味を解釈し，それから得られた
理解を事物の変化に伴う新しい経験に基づく批判により新しく広げられた理解へと明確化
するものである。したがってこの解釈学的考察方法によって技術の本質を追求し，技術の
認識を経験的批判により深めながら個々の技術への信頼を見出し，さらに一般的技術の背
後にあるレーベンヘの信頼を広げることにより，未来における人間の幸せのためにあるべ
き技術の姿を洞察することが可能になるものと思われる。
　技術の全面的理解に至る方法として，人間学的考察の段階はまず技術の自己理解から始
まる。技術にっいて考察を始めようとするとき，人間は現在自分をとりまく諸現象の中で
技術がかかわるものについてすでにある程度理解しており，その視野の中で生存している。
そしてそれらの理解の上に立ちながら各現象の根底に沈む事象をひろいあげ，分析して少
し進んだ理解を得ることができる。しかし技術が新しい変化をみせたときには，それまで
に得た理解によってそれを十分解釈することはできない。そこでその示された新事実をと
り入れた経験からなされる批判によって前の理解を修正し，それを検討考察して技術の新
しい理解が得られることになる。そして技術全体はその新しい理解によって再び問い直さ
れることとなる。っまり技術の自己理解は技術がかかわっている生活や文化領域について
現実的拘束をうけながらなされ，新しい経験によってより広い自己理解に進み，この技術
理解を人間のレーベンのより深い根底から把握して，技術認識をできる限り確実な体系と
して追求することにより技術の本質を正しく把えることができるものと思われる。その技
術の本質と人間とのかかわりを対比検討することにより，一つの技術（＝技術的事実・現
象）から望ましい新しい技術の姿が導かれていくものと考えられる。
　また技術の進歩について考えれば，技術は元来どのような所産であっても人間の知恵を
受けついだものであり，その創意が具象化されたものである。それ故技術は根源的に才智
豊かな性質をもち，構造的なものである。道具から機械への例が示すように技術は絶えず
改良され進歩して構造的にさまざまな変質をとげていく。そのため技術の領域の広がりを
経験することによって新しい広い技術認識が求められると同時に，より正確な技術の構造
的変化を把えることができよう。つまり，技術の進歩と変化に伴う科学的かつ社会的正負
の現象を原理的・体系的思索に従って詳しく分析検討して，そこから技術の構造について
新しい技術認識を得ることができるものと考えられる。
　以上の背景の上に技術と人間の正しいかかわりあいも認識されなければならないことで
あり，技術が人間の住む世界に入り込み，生活文化を改変するにとどまらず，レーベンの
圏内に入り込み，やがて人間精神文化の改変をもたらすことを知ることは特に留意しなけ
ればならないことがらである。
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4．技術教育実践における人間学的考察の導入
　4．1　技術教育の実状と望ましい内容
　改めて述べるまでもなく現代のわれわれの日常生活において技術は意識の有無を問わず
人間に密着して，不可欠，重要なものとなっている。それにもかかわらず，現在，この基
本的かっ重要な技術の教育が義務教育においてさえ一貫して行われていない（小学校には
なく，中学校にのみ行われている。）という問題は，「人間と技術との深いかかわり」を教
育の一般目標である「全体的発達と全面的人間形成」と対比して考えるとき，教育目的の
根本課題にかかわる問題であると言っても過言ではない。
　技術教育が他教科に比して重要であるとみなされる点は，これが総合的教科であり，子
供達の思考と行為を結合させる場を与える唯一のものであるからである。それはまた，わ
れわれが幼児期に自己に内在するものを外に表現しつつ，身体および精神の全体的発達が
なされたことと対比して，内なるものを具象化する技術行為が人間が人間であることを証
明するものであり，技術的活動が人間を構成するシンボルとしてそのレーベンと深い所で
結びついたものであるからである。
　技術科の学習内容としては以下のようなことがあげられなければならないであろう。
　技術はまず原始時代の武具や道具などの発生に見るように人間の存在行為を達成する目
的で，手などの人間器官の働きを補助するものを作ったことに始まること，そしてそれら
の道具は創意的で人間器官の代理をするものや器官の負担軽減あるいは負担免除する人間
器官の働きを越えた性格をもつものであったこと，それはまた，自然凌駕性を兼ね備えた
すばらしいものであり，人間はこの道具を助けとして存在という行為のため，周囲の自然，
または第二自然に働きかけ，環境を知的に変えて好ましいものや状況を作り続けてきたこ
となどである。また道具の改良や機械の出現がどのような社会的必要からなされてきたか
を知ることによって，人間が人問らしく生きるために技術における知的欲求をどのような
創意で補ってきたかを認識させることも必要である。そしてこれらに関するいくつかの事
例を学習させることにより，技術の成立は素材と手段を組合わせ，目的に合致するもの
を製作することに始まることや，初期の技術の本質は人間の欲望解決のために行う道具
作成行為にあることなどを知ることができよう。
　次に技術と人間とのかかわりあいに着目して学習させる必要があろう。これは技術が人
間の発生以来附随した存在であり，かっ創造され続けているものであることや，道具に始
まる技術がいかに深く人間に根ざしたものであるかを，動物の生命力に比し極めて弱い人
間という存在が技術の助けにより永年にわたって生命を維持し続けてきたことを学習させ
ることによって明らかにできよう。
　技術の発達が人間文化に及ぽす影響について学習することも必須のことである。例えば，
日本における農耕社会について見れば，人々はある一定区域に居住し始め，共同して土地
を耕し，収穫を得るようになった。種々の農耕技術の一層の開発は，生産の増大を促し，
その結果，その時代の社会文化をより豊かにする支えとなった。これらの歴史から，まず
生産増大と文化の向上とのためには人間同志が一定区域内に居住して共同体的生活を行う必
要があること，生産手段の改良，発展を媒介として生産過程の中で相互に協力しあう必要
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から新しい人間関係が生れてくること，また生産技術の発展が人間関係ひいてはその文化
に大きな影響を与え，生産量は文化に大きく影響を及ぽしていること，そしてその後の技
術発展が共同体を越えて各個人がその主体性を主張しっつ，さらに新しい生産関係をいか
に作りだしていくかなどの点を学びとることができる。
　このように極めて荒く人間と技術とのかかわりあいを見ても，技術が人間の精神過程に
大きな影響を与えることが学習でき，それらを検討することにより人間の幸せを目指す技
術の在方について理解し，考察させることができよう。
　4．2　実習にっいて
　上記の技術認識や技術と人間のかかわりあいなどについてなされる技術学習は実習を通
して得られることが望ましい。なぜなら，これらの学習の出発点となる技術認識について
みても，より深い技術認識は技術の性質上，思惟からでなく，作業経験から獲得されるも
のであり，そのことによって技術認識が初めて生活の一つの機能として把握できるもので
あるからである。
　一方子供にとっても，物に即して，あるいは行動に即して考えながら技術的な行為を行
うことは子供の生活と経験を豊かにし，全体的に発展させるために必須なことである。か
りに子供が常に思考の欠落した行為をするようになれば，その単純な身体的行為は子供の
身体機能の発達に不均衡を生じ，その結果，精神面の発達に歪みをもたらして，子供の人
格形成や価値感に極めて大きい影響を与える危険のあることが予想できるからである。ま
た子供の全体的発達の立場でみても思考の発達段階において，自らの思考に基づいて製作
しながらプロセスの展開を行為するということは精神面の発達上極めて重要なことである。
その意味で，便利さにとり囲まれて育った子供がナイフのような日常小道具を使えないと
いうことが問題となろう。このことがらの本質は子供の不器用さという単に表面的な理由
からではなく，つきつめれば，そのような行為のための思考と具象化する行為を統一でき
ないことにあり，一つの行動において必然的かつ相補的に伴われていなければならない思
考の欠落の結果が，人格的に不完全な形式をもたらすであろうという点にあるのである。
　この様な子供達の全面的な発達疎外を回復するためには内容ある技術実習が重視されな
ければならないであろう。しかしながら現在の技術教育をみる限り，教師側においても上
記の意昧において製作活動を行うことが重要であるという認識が十分ないまま行われてい
る場合が多い。
　したがって実習においては，まず物を作るという行為自体がもっている内容が重要であ
るということ，つまりその作ることや働きかけ＝創意の具象化のもつ意味について気づか
せなければならない。これを欠いた製作行為は作ることを曖昧に経験するだけにとどまっ
てしまい，技術のもつ意義を経験し，学習するという技術教育本来の目的から離れたもの
となってしまう。その結果，物を作り上げることによる成就感も失われ，技術の基礎行為
が人間のレーベンにつながるものであるという意識も与えることができないものとなって
しまう。
　それ故実習にあたっては，教師自身が技術を教えるということの意味を正確につかみ子
供達へ道具や材料，あるいは加工に関することなどの科学的系統的な基礎知識（技術学）
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と技能を基本事項としてまず学習させて，っいで技術を学習しなければならない意昧と，
将来その経験がもたらしてくれるであろう物質的，精神的な例をあげて具体的に示し，物
作りの重要さを実習の中で教え込む必要がある。また道具∫材料への働きかけのもつ意昧
の重要さを教えることも必要である。
　以上のような思考と作業行為によって子供達に技術を体験的に判らせ，技術の価値に感
動させて技術の信頼感を勝ちとる技術教育を行わなければならない。
　〔技能〕
　最後に技能について簡単にふれてみたい。技術的教養が求められている中で技術の部分
集合の位置にある技能も重要なウエイトをもっている。技能は，技術教育そのものが科学
的かつ体系的な指導を行うものであるということから考えて，技術学の基礎と結びついた
とき初めてそのことを行う意味づけができるものである。したがって，技能は技術学的認
識に支えられて意義づけられると同時に，技能に支えられて技術学的認識も深められると
いう弁証法的関係にあると言える。機械の使用（技能）にっいて言えば，自分で扱う機械
をよく認識することにより，技術を通してその機能がどのように位置づけられ実際の生産
の場でどのような意味をもって使われているかということを学び，それがまた新しい技術
創造の示唆を与える基本となっていくものでなければならないであろう。
　4．3　人間学的考察の導入
　第3章において技術の示す矛盾をどのようにして解決するかの問題について，まず技術
そのものを全面的に見直す必要があることと，そのためには技術の本質が追求されなけれ
ばならないことや，その一方法として技術の人間学的考察があることなどを述べた。
　では人間学的考察を取り入れた技術教育の展開はどのようになされるべきであろうか。
ここでは，この考察においてその根底をなすと考えられる技術認識の進め方について二，
三の例をあげて述べてみたい。
　人問学的考察はまず初めに，とりあげた技術について生徒のもつ初歩的な技術の理解の
程度を明確にすることから始まる。これから対象とする教材について理解を段階的に深め
てゆき，正しい技術認識を得る方向，即ち技術の本質を問う方向に学習を進めて行くもの
である。
　これらの学習を行うにあたってはできるかぎり実習によることが望ましい。なぜなら，
これらの学習の中心となる技術認識について見れば，技術のもつ性質上，より深い技術認
識は思惟からでなく，作業経験から獲得されることが多く，またそのことによって技術認
識が初めて生活の一つの機能として把握できるものであるからである。
　〔機械学習〕
　ここでその例を機械学習一般について述べてみよう。
　例えば自転車やミシンを提示した場合，生徒はその仕組を知らなくても，対象に興
味をもてばなんとかしてこれを動かそうとするであろう。このことは機械の本質とかか
わりのない表面的理解によってもできるものである。しかし，技術の正しい認識を得
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るためには機械のもつ機構の理解がなされなければならない。そしてその理解は，製作を
通じてより良く深い理解へと進むことができるであろう。理解を進める過程では，これら
の機械が目的とする運動を遂行するためにどのような仕組をもっているかということや，
一定の運動は機構をぬきにして考えることはできないことなどを知るであろう。
　っまり機械学習においては，一定の運動の伝達や，目的とする運動を生むための機械の
機構を十分理解しこれを追求することにより，より新しい認識を深めることができるもの
であり，機械学習ではこのような能力を育てることも目標にされる必要があろう。
　もし理解が製作によってなされれば，より効果的に認識が深まるであろう。また製作の
ための設計がなされれば目的遂行のためにどのような運動がくり返されており，それはど
のような機構で行い得るかをより良く理解することができよう。
　もちろん機械学習は機構の学習だけにとどまるものではなく，まず理解への導入として
学習の初期の段階で機械とはどのようなものであるかという基本的な概念を形成させてお
く必要があり，そのことはその後の学習展開を効果的に進めるうえで大きな役割を果す点
を忘れてはなるまい。そして学習の内容は単に代表的機構を並べるだけにとどまらず，機
械の使用材料や各部の形態，構造，あるいは摩擦とエネルギー損失や力の問題等すべてを
機構との関係において把えさせるものとし，これにより技術認識をより深めていくことが
できよう。
　さらに認識を社会科学面に広げるためには，機械は労働とのかかわりの中でどのような
過程を経て製作され，またどのような社会的経済的背景のもとに育ち発達してきたかを学
習させる必要がある。これから，「機械」と「人間」のかかわりについての基本的側面を本
質的に理解させることや技術とその発達に関する概念を形成させることもできよう。
　以上のことがらを基盤として，機構に関する学習を通して労働目的遂行のために機械が
どのように構成されているかを広く理解させ，さらにこれを発展させて人問のための新し
い機械機構を創造する能力を養うことができるものと思われる。
　上では，機構学習の教材としてミシンや自転車をあげた。この認識を助ける教材選択の
可否は当然立てられた学習目標に対して，どれが教材として最も適しているかによって定
められる。たとえば，力の拡大について検討する場合には，握力の小変化によって制動が
可能なブレーキを持った自転車の方がミシンに比し優れていることは言うまでもない。
　一方，ミシンは針の運動，糸の運動および布送りの運動等を示し，これらの多くの運動
の組合せや運動変換を生ぜしめる多くの機構を高度に統一させた優れた機械である。した
がってより複雑な機構と運動を理解するための教材としてはこれがより良いといえよう。
　このような実習を通じて認識を進めていく場合，その方法として二つの進み方が考えら
れる。一つの方法はある決まった機構について深く堀り下げて分析していくことであり，
今一っの方法は逆にそれを統合して機械全体を総合的に把えるという方法である。これは
また，教材や展開時問とのかかわりで考えられるものであるが，この両者を兼ね備えたも
のとして，ある機構の模型作りが考えられる。しかし模型作りにおいては，本来それを作
ることが目的ではなく，実際の機械の機構をより良く理解するための手段であることを忘
れてはならない。例えば，ミシンの模型作りを行った場合，ミシンという機械の本質を認
識するために，模型作りをどのように生かすかという視野に立ち，ミシンの機構を十分に
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理解させることを目的として行うものである。そのためいかなる場合でもモデルはできる
だけ単純化して，能率的に作る工夫が必要である。
　このように時間をかけて部品の一っ一っを作りあげて理解し，それを組合せる構成過程
からその機構のもつ本質へより近づいていくことができるであろう。
〔原動機関係〕
　次に原動機関係について述べる。自動車も生徒が日常ふれることのできる教材の一つで
ある。しかし，その動力源であるガソリン機関を理解している生徒はほとんどいない。そ
こでこれらについての生徒の理解を深めさせるためには，スライダークランクや2サイク
ル機関断面模型の製作を行うことが考えられよう。
　またその中の気化器という名も多くの生徒に知られているものである。しかしそれが何
に使われているかという問には答えられないものがかなり多い。そこで問を進めて，エン
ジンの中にガソリンはどのように入って行くかと具体的に問うと，大よその生徒は首肯す
る。しかし，その場合も気化器について正しい原理の知識があるのではなく，霧吹きを使っ
た漠然とした知識に基づくものである。このことはまた霧吹きの原理は知らなくても，そ
の現象的な働きを知っていれば，気化器の基本機構を考えることが可能であることを示す
ものである。つまりある原理は知らなくても，その仕組を考えることができるということ
を示している。したがってこのような場合に正しい認識を得させるためには，霧吹きを実
際に吹いてみながら，それのもつ原理を考えてみるという過程が必要であり，そのことが
より深い認識に至らせる近道であると考えられる。すなわち，具体的な霧吹きの応用によ
り，気化器の仕組を考えさせることが認識過程として自然であり，その方が技術をより良
く理解させやすいことである。
　また生徒は自動車の速度を変化させるためには変速機やギヤを使えば良いことを知って
いる。しかしその運動の変化を伝達する機構について知っているわけではない。この場合
には模型を提示して，エンジンの出力は力のモーメントに，つまり回転力あるいはトルク
に関係していること，っまりエンジンはトルクの発生源であることや，ギヤがエンジンの
一定トルクに対して力を変化させるための機構をもつものであるということを示し，ギヤ
を使ってもエンジンの力が弱ければ力が出ないことなどを実習を通して体験させ，対象の
もつ本質についての理解をより深めさせていく必要があろう。
　以上のような認識活動は，あくまで生徒の立場に立ってなされるべきものであり，原理
に至る認識過程がそれに側しているかどうかを見直してみる必要があろう。どの道がより
良い本質への問いかけとなるかは，より十分検討されなければならないことである。しか
し，たとえ生徒の経験から認識がスタートしたことであるにしても，日常経験から科学の
世界へ乗り入れる場合には，科学概念に基づく正しい語意や内容が与えられなくてはなら
ない。その時この両者の世界にはある「飛び」が必要である。例えば，技術の世界の用語
を安易な日常語に変えて使用することは，技術内容の誤解と空疎化をもたらし，本質を見
失なわせる恐れがあるので十分な注意が必要である。
　また，その認識の過程においても，理科学習との関連の指摘や，必要によっては，当然
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その場で新しいことがらを加えながら認識を進めていかなければならない。
　なお，このような技術の人間学的考察に対して，一方においては，技術という人間文化
の一部分の中から全体を見通して人間の本質を追求しようとする考察法がある。すなわち，
技術的部分世界の中に人問の全体的本質を見ようとする試みである。しかし学校教育にこ
の方法を取り入れることは，教材の内容が単純化され，かっ狭隆化せざるをえないもので
あるために不可能であると思われる。したがって，ここではこれについての検討を行うこ
とはさけた。
5．ま　と　め
　初めに人間の幸せを目指す技術という立場から現代技術の示すさまざまの困難を取り除い
て，技術と人間とのより良いかかわりあいが望まれていること，そのためには現存する技術の
全面的見直しが必要であることを指摘し，その一方法として技術を人問学的立場から考察する
仕方があることをあげた。考察の方法は初め技術にかかわる多くの事象を全体的立場から
分析検討して技術理解をえ，これを深めて認識へと至り，さらに人間と技術とのかかわり
あいを考察することによって技術の本質への追求を進めて，これより望ましい技術のあり
方と進むべき方向について示唆を得ることができることを述べた。
　技術教育においてもこのような方法を学ぶために，まず初期の技術についての理解から
認識へと進ませ，その本質を追求して人間と技術の望ましいかかわりあいを学習すること
が必要であること，またより深い技術認識は技術の性質上思惟からでなく，作業経験から
獲得されるものであり，その時技術認識が初めて生活の一つの機能として把握できるもの
であるから，製作などの実習を通して得られることが望ましいこと，また実習の重要さは
精神面の健全な発達を促すことができる点を含むことにあると考えられることなどを示し
た。
　また技術社会においてより良い技術の決定はその社会の構成員によりなされることが望
ましく，このことは構成員の技術的教養に左右されるので，構成員全体が技術的教養を身
につける必要があり，基礎的な知識，技能の修得から技術的物の考え方，技術的思考を積
みあげて，社会全体の教養を高めていくことが望まれていることを指摘した。
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